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久保・長江中学校区の学校再編に係る第３回保護者説明会（久保小学校）議事録 

 

１ 日 時  令和５年８月１日（火） １９：００～１９：２５ 

２ 場 所  久保中学校体育館 

３ 出席者  保護者 ２名 

教育委員会事務局 １２名 

宮本教育長、川鰭教育総務部長、小柳学校教育部長、末國庶務課長 

 三浦学校経営企画課長、石本教育指導課長、安保学校経営企画課長補佐

石川庶務課管理係長、宮崎学校経営企画課企画振興係長 

岡田庶務課管理係主任、玉里庶務課管理係主任 

才谷教育指導課指導主事 

４ 進 行 

担 当 内 容 

 

 

 

 

宮本教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育委員会事務

局（司会） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三浦学校経営企

19：00～ 

 

１ 開会 

２ 教育長挨拶 

こんばんは。お仕事等で大変お疲れのところ、また暑い中、この説

明会にお集まりいただきまして、誠にありがとうございます。保護者

の皆様には、昨年１１月２９日からのオンラインによる説明会で学校

再編案をお示しして以来、２月５日と６月２日にしまなみ交流館で関

係する６つの学校の保護者の皆様を対象に、説明会を開催させていた

だき、たくさんのご意見やご質問をいただいたところでございます。

今回の第３回の保護者説明会は、７月２４日から８月２日にかけて学

校ごとに開催をしております。本日、初めに、教育委員会から改めて

ご説明を申し上げたいと思います。その後、質疑応答の時間を設けま

して、皆様からのご意見やご質問をお受けしたいと考えております。

以上、簡単ではございますが、開会にあたっての挨拶とさせていただ

きます。本日はどうぞよろしくお願いいたします。 

 

 続きまして、本日参加しております教育委員会事務局の職員を紹介

させていただきます。 

 

（事務局自己紹介） 

 

続いて、教育委員会からの説明に入りますが、本日の資料の確認を

させていただきます。１枚目が本日のレジメになります。２枚目がこ

れから説明いたしますスライド資料になります。３枚目のカラー印刷

が新たな学校のパンフレットになります。ご確認ください。それでは

教育委員会事務局から説明を行います。 

 

３ 説明 

それでは失礼いたします。説明の前に、先ほど司会から、教育委員会
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から説明というふうに申し上げたんですが、この度の説明会は各学校

での初めての開催となります。そのため、初めて説明会にご参加いただ

いた方もいらっしゃるのではないかと思いまして、これまで説明申し

上げてまいりました内容をもう一度振り返る形で説明をさせていただ

くような内容となっております。もしよろしければ、質疑応答の時間を

確保する観点から、概要のみの説明とさせていただきまして、１０分程

度に短縮させていただくということも可能ですが、いかがいたしまし

ょうか。 

（参加者うなずく） 

では、概要に絞ってさせていただきます。 

それでは皆様のご了解をいただきましたので、質疑応答の時間を確

保する観点から、本日ご説明申し上げる予定だった内容、それから、特

にお伝えするべき点について、概要のみご説明申し上げますので、その

他についてはスライド資料をご確認いただければというふうに思って

おります。 

本日の説明は、これまで２回行いましたしまなみ交流館での説明会

の内容を振り返りまして、まず、縦１、学校再編案について、縦２、小

中一貫教育校の教育内容について、縦３、新しい学校の施設について、

縦４、今後について、というように説明をさせていただく予定としてお

りました。まず、これまでご提案しております学校再編案を画面に示し

ておりますけれども、ここはちょっと確認をさせていただきます。久保

小学校、長江小学校、土堂小学校は１つの学校に統合、山波小学校は１

つの学校として存続、久保中学校と長江中学校は１つの学校に統合し、

久保小学校、長江小学校、土堂小学校の統合校と山波小学校の卒業生が

進学をします。これらの３つの学校は小中一貫教育校とし、令和７年４

月開校を目指します。そして、次のスライドで、新しい小学校と新しい

中学校の位置、それから、令和７年４月に開校すること、令和９年４月

に新校舎を使用開始するということのご説明を差し上げる予定として

おりました。それから学校再編案に至った経緯につきましても、これま

で説明を申し上げてまいりました。検討にあたりましては、次の３点。

まず１点目が安全性の確保、それから２点目が校舎の耐久性について、

３点目が適正な学校規模の確保について検討をさせていただいたとい

うこと。それから、教育委員会が提案をしております小中一貫教育校と

はどのようなものか。そして、小中一貫教育校における教育内容につい

ても、これまでご説明申し上げてまいりました。画面には、小中一貫教

育校における目指す子供像について、それから、１５歳を意識し、９年

間の学びを育てる力。そして、育てたい資質・能力について、教育委員

会の目指すところを説明申し上げました。そうした力を身に付けさせ

るために、どのような教育を創造していくか、ここにはグローバル、ロ

ーカル、それから、個別最適な学びと協働的な学びということで説明を

申し上げてまいりました。グローバルな学びの創造の例として、英語教

育やキャリア教育の充実について、画面にはキャリア教育の説明が映

っております。そして、ローカルな学びの創造としてのおのみち学の充

実について。学びの基礎・基本としてのモジュール授業の展開につい

て。そして、９年間の学びの集大成としての一例としての、まちづくり
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教育委員会事務

局（司会） 

 

政策提案発表会の開催について。以上、小中一貫教育校での教育内容に

ついてご説明を申し上げてまいりました。スライド１８とスライド１

９は、施設の整備スケジュールについてご説明してきた内容の確認と

なっております。スライド２０からは、新しい学びを実現するための施

設面における工夫についての説明となっております。スライド２１か

らスライド２３は、グループワークのためのワーキングスペースの設

置について。そして、今映っておりますのが、専門科目教室とホームベ

ースの設置についてお話をしてきたところです。その他、新しい学びに

対応する工夫についてご説明を申し上げました。 

以上、これまでの説明会でご説明申し上げたことの概要を確認させ

ていただいたわけですけども、今後についてということで、これまでに

通学路の安全・安心の確保について多くのご質問をいただきました。新

しい小学校への主な通学路として考えられる長江通りにつきまして

は、今後も教育委員会と保護者、地域の皆様や、関係課や道路管理者な

どと、安全・安心のために何ができるかを継続して検討を行っていくと

ともに、路線バスを利用した通学支援について、小学校３ｋｍ以上とし

ております学校統合の本市の通学支援の基準を踏まえ、通学距離や対

象学年など、どのようなあり方が考えられるか検討を行ってまいりま

す。また、目指す学校像や教育内容、通学対策等については、今後も保

護者の皆様のご意見を伺いながら、引き続きよりよいものとなるよう

検討を行ってまいります。そして実際に学校を動かすのは、教職員の皆

さんとなります。６つの学校の教職員の皆さんと、小中一貫教育校の教

育課程の編成や教育内容などについて、子供たちにとってよりよいも

のとなるよう議論をしていきたいと思っております。 

また、画面にはありませんが、保護者対象のアンケートの実施につい

て、７月１４日の金曜日に開催しました育友会・ＰＴＡ役員の皆様との

意見交換会で提案をいたしました。その際、役員の皆様から、アンケー

トの質問項目が少なく、この質問項目だけで判断していくことができ

るのか、アンケートの集計方法が明確になっていないなど、多くのご意

見をいただきました。そうしたご意見を踏まえ、その後、短い取組期間

の中で教育委員会としての判断材料の１つとなり得るアンケートがで

きるか検討した結果、アンケートの実施はしないことといたしました

ので、お伝えをいたします。 

なお、現在、保護者説明会を行っているところでございまして、８月

上旬から地域への説明会を開催していく予定としております。 

子供たちの安全性の確保の観点、そして子供たちのより良い教育環

境の確保の観点から、保護者、地域、学校、教育委員会で力を合わせ、

未来を担う子どもたちのために新しい学校を作ってまいりましょう。 

概要版ということで非常に簡単ではございますが、以上で教育委員

会からの説明は終わります。 

 

４ 質疑応答 19:13～ 

続いて教育委員会の説明に対しまして、質疑を受けたいと思いま

す。質問のある方は挙手をお願いいたします。 
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説明ありがとうございました。お世話になっています。折角このよう

な場を準備していただいたんですが、いつももう１人の方と意見交換

会に参加させていただいておりますが、参加者が少なく残念な部分も

あります。私も今日来させていただいて、私も、普段、他の保護者の方

の意見を聞く機会がないので、今日、意見を知ることができる機会にも

なるかな、と思っていたんですけど、久保小学校としては賛成ですし、

教育委員会の方向性に任せますという意見の方が多いのではないかと

推測します。今までの意見交換会でも発言させていただいているんで

すけど、私は個人的にも、小学校の統合にも、中学校の統合にも賛成で

す。一番大きな理由は、児童と生徒の人数です。自分が育った時の環境

のことを思い起こすんですけど、私、３０年前に小学生だったんですけ

ど、久保小学校に通っていた頃、当時は約３０人が２学級、久保中学校

でも４０人弱が５学級であり、クラス替えがあったりいろんな活動が

できたり、人数がいるだけで違うなと、今の久保小学校の１００人しか

いない状態を見ると、思います。そういった意味でも、統合しかないと

思いますので、複数学級になるのが望ましいと心から思います。そうい

う意味で賛成です。学校を作る場所については、市教育委員会で考えて

いただく案でいいと思います。責任は全て教育委員会にあると思いま

すので、提案していただいた案で良いと思いますので賛成です。教育内

容についても、自分の子供の頃を思い返してみますと、私たちの子供の

頃と比べますと、子供たちの授業の参観に行くと、話し合いの時間が増

えたり、教科でいうと英語が増えたり道徳が増えたり、自分の時と今の

教育を比べると、今の教育の方が充実しているように思います。教育が

悪くなっている時はないと個人的には思っており、少しずつ変えなが

ら、尾道市だけではなく、全国的に教育はいい方向に進んでいると思い

ますので、教育内容についても、どんどん新しいものを取り入れていっ

ていただくというのがいいです。細かいところのいい悪いは教育の専

門家ではありませんので、子供を育てているだけなので、先生の方がよ

くご存じなので、皆さんにお任せしていきたいと思います。そういう意

味で賛成という立場でお話を聞かせていただいております。意見交換

会でも、スケジュールについても、校舎が完成した後に移転した方がい

いのではないかという意見もありましたが、長江中学校の生徒がグラ

ウンドが狭すぎたり、久保小学校も久保中学校で、久保中学校は比較的

広いですけど、行事の調整が、ふと思った時に、部活があるからできな

いよとか、中学校の行事があるからできないよとか、先生方が調整をさ

れているのを見ていると、中学校は中学校、小学校は小学校の形に早く

なるのがよいと思います。今の場所でもう２年仮校舎でやっていても、

工事が始まるのは変わらないですし、工事の騒音があるとか、工事車両

が入るとかは変わらないし、早い段階でいっしょになって、中学校で言

えば、広く部活動などの活動に使えるよう、今の久保中の位置に来た方

がいいと思いますし、それに伴って小学校が長江小学校の場所になる

という、ぜひ進めてもらいたい。私は、今いる子供たち、特に中学生に

とって、統廃合をすることが、スケジュールについてもいろいろ意見が

あることは聞いていますけど、個人的には早い方がいいと思って、賛成

です。以上です。 
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宮本教育長 

私自身も久保小出身です。私も筒湯小との合併を経験しているので、

私自身も統合については賛成です。やはり、お母さんたちの話を聞くと

賛成の意見が久保小は多いかなと思います。長い間話し合いをしてい

るので、久保小学校としては早く環境を整えて欲しいという声が私の

周りにはよくあります。なかなか意見交換会の場では言えませんが、地

域の賛成がないと進めないというのは違うかなと思っていて、やはり、

保護者や子供がメインかなと思いますので、地域の方々に負けず、教育

委員会の皆さんに頑張っていただきたいと思います。 

 

ご意見ありがとうございました。私たちにとって、勇気の湧くご意見

をいただいたというふうに思っております。これまで、本当に長きに渡

りまして、学校の課題をどのように解決していくかということをさせ

ていただきまして、１０年以上かかっておりますが、私たちとしても、

ここで提案させていただいている計画に基づいてやりきる、そういっ

た強い思いでこういうふうに回らせていただいております。ですから、

令和７年に統合して開校、令和９年度に新校舎使用に向けて今後も最

大限努力していただきたいと思っております。ご意見いただきまして

ありがとうございます。 

 

私からも一言、言わせてください。令和７年度に統合し、令和９年度

に施設が新しくできると、我々の提案の内容、その理由を全てご理解い

ただけていた、我々の提案を真摯に理解していただいていることに、大

変嬉しく思っております。やはり、我々もしっかり考えて提案をさせて

いただいたと思っております。子供たちにとって迷惑をかける部分、隣

で工事をしているということについてベストではないとも言われます

けど、今の段階で最善の方法を選んだと思っております。我々もこれを

成就させていきたいと考えておりますので、引き続きよろしくお願い

いたします。 

 

５ 閉会 

失礼します。今両部長も申しましたように、教育委員会としては、

力になるといいますか、本当にありがたいご意見をいただいて、本当

に感謝を申し上げたいと思います。関係する６つの学校の保護者説明

会、そして、その後４つの地域の説明会の開催を今後していくわけで

すけれども、教育委員会といたしましては、子供たちの安全の確保、

そして切磋琢磨しながら学ぶこともできるそういう教育環境、こうい

った観点から最終的に判断をさせていただきたいと思っております。

よろしくお願いいたします。また、今後も教育内容でありますとか、

学校の施設、また通学対策等、まだまだ課題があると思っております

ので、引き続き皆様からのご意見をいただきながらより良いものにし

ていきたいというふうに思っておりますので、今後ともどうぞよろし

くお願いいたします。本日は誠にありがとうございました。 

 

（19:25 終了） 

 


